






















１. 『シンガポールの華人系企業集団』, アジア経済研究所, 1990年
２. 『リー・クアンユー―西洋とアジアのはざまで』, 岩波書店, 1996年
３. 『シンガポール国家の研究』, 風響社, 2005年
４. 『アジア二都物語―シンガポールと香港』, 中央公論新社, 2007年
このうち, ３は本書の原型とも言うべき本格的研究書である｡
本書は植民地建設者スタンフォード・ラッフルズ (Sir Stanford Raffles)
以来のシンガポール通史を過不足なく, 見事な筆致で描いたものである｡
だが, ｢エリート開発主義国家｣ 自体の歴史は, たかだか50年であろう｡
つぎの目次が示すように, その時代の統治者を中核において章立てがされ
ている｡ そのため, 各時代の政治経済と社会背景についての明白な理解が
可能である｡ 本文に加えて, 主要参考文献・主要図版一覧, 付録経済成長
率と一人当たりの GDP推移, シンガポール関連年表が付いているのは,


















まずは, シンガポールの曙 (序章) である｡ かつて ｢タマセク｣ (海の街)
と呼ばれ, その後 ｢シンガプーラ｣ (シンガポール, 獅子の街) と呼ばれ



























れは自立国家への模索 (第３章) と題して, 別途要説することになる｡
イギリスはシンガポールをイギリス東インド会社のインド総督に統治さ
せた｡ そして, さまざまな移民を互いに分離させながら統治する “divide
and rule” の植民政策を行った｡ 従って, 居住区をヨーロッパ人居住区と
アジア人居住区に大別し, アジア人居住区は中国人居住区, マレー人居住
区, インド人居住区などに分けたのである｡ その名残が, 今日残るチャイ

















と苦力 (クーリー) と称せられた労働者 (自由労働者と契約労働者) であっ
た｡ 成功した商人の中からは華僑企業家が輩出し, ゴム産業や貿易業およ






が, 1901年には中国人が72.1％, マレー人が16.0％, インド人が8.0％になっ









である｡ 中国系男性はババ, マレー系女性はニョニャと呼ばれ, 中国語と
マレー語の混合語を話し, ニョニャ料理と称する食文化を伝え, 繊細な刺
繍を施した衣装を着, 優美な意匠の建築と工芸を残した3)｡












この間, シンガポールは ｢昭南島｣ と呼ばれていた｡ 日本軍による占領




題として政治問題になった｡ 本書 p. 53にある ｢慰霊碑｣ とは, ｢日本占




日本化政策 (または皇民化政策) として採用されたのが, 日本語学習と
東京 (宮城) 遥拝と君が代の斉唱を含む学校教育であった｡ 日本語の新聞













最終的には前者の代表であるリー・クアンユー (Lee Kuan Yew, 1923年






区分をしている｡ リー・クアンユーの時代 (第４章) は, 1965年から90年
までの25年間続いた｡ この時期は経済発展至上主義に基づいて, 諸制度が
構築されたから, 正に開発主義国家の様相を呈していた｡ 人民行動党一党
体制のもとで, ｢生存のための政治｣ が行われ, 政府にすべての権限を集
中させた｡ そして, 政府対抗集団やマスメディアを管理し, 華語教育の要
であった南洋大学を廃校に追い込み, 野党・労働党を抑圧した8)｡ 政府開
発機関 (表１, p. 117参照) が, 開発行政・貿易・金融・住宅・企業振興
の諸部門をリードする仕組みを作り上げた｡
そのために, 徹底した能力主義による開発官僚の登用を行ってきた｡ そ









の社会工学は, 種族融和政策 (例えば, HDBの高層公共住宅における混
住)9) と英語＋民族語の二言語主義 (English-preferred bilingualism) によ
る英語社会化政策にあった10)｡ なお, 言語政策については, 別途, 華南の
諸方言を継承語とする華人社会を統合するために, ｢スピーク・マンダリ
ン｣ (Speak Mandarin) と称する華語運動を推進した11)｡
ゴー・チョクトン時代 (第５章) は, 1991年から2004年までの14年間を
指す｡ リー・クアンユーの権威主義的な統治スタイルとは異なり, ゴー・
チョクトン (Goh Chok Tong) は, ソフトな ｢自由化｣ 路線を採って, 協
調型の政治運営を図った12)｡ 経済発展に加えて, 芸術とスポーツの振興も
目指した｡ リー・クアンユーは引退せず, 上級相として後任首相を監督し
た｡ 言わば ｢後見人｣ である｡
この時代には外国人労働者を本格的に活用するようになり, 2000年には
労働者の約３割を外国人が占めるまでになった｡ 彼等は職種によって, ①





て, 開発を進めた｡ 特に, ｢成長の三角点｣ と呼ばれるマレーシアのジョ
ホール州からインドネシアのリアル州 (バタム島とビンダン島) に至る地
域を一つの経済圏と見做して, シンガポールの投資による工業団地開発や
リゾート開発が行われた｡ これを契機に, 中国 (例えば, 蘇州) やインド




発を行った｡ なお, シンガポールの貿易相手国は, アジアと欧米であり,
それは英領植民地時代以来変わっていない｡
さて, 三代目首相のリー・シェンロン時代 (第６章) は2004年に始まり,
現在なお続いている｡ リー・シェンロン (Lee Hsien Loong) は, 初代首
相リー・クアンユーの長男であるから, 就任時に ｢リー王朝｣ が築かれた







状況に突入した｡ Yearbook of Statistics Singaporeによれば, 2011年の総人
口は, 518万3700人であり, そのうち国民は325万7200人, 永住権保持者は





う ｢国民の静かな反乱｣ を招いたのである｡ 総選挙の一週間後, 政界長老
のリー・クアンユー顧問相とゴー・チョクトン上級相が揃って退任した｡
人民行動党は, 2011年の総選挙・大統領選挙・補欠選挙において, 実質











終章 (シンガポールとは何か) は著者によるまとめである｡ この国の宿命
的構造と特質は, 社会が国家を創ったのではなく, ｢国家が社会を創った｣
ことにある｡ 国民の大多数が華人で占められているから, 社会の原型は中
国にある｡ だが, 行政制度・司法制度・経済制度・教育制度は, 植民地時
代以来イギリスを範にしているので, 国家の原型はイギリスにあるのだ｡
現在のシンガポールは, ｢日常世界ではマレーシアとインドネシアの小
世界, 経済発展のためには日本, アメリカ, ヨーロッパの先進工業国との
大世界, 安全保障はアメリカに依存｣ (p. 229) というつながりで成り立っ






































この庭園都市は美しくも罰金の多い都市 (a fine city) でもあることをお
忘れなく｡
総じて, 本書は全体として, シンガポール近現代史の名著であると断言




はあまり触れ｣ てない｡ それゆえ, 教育史・宗教史・芸術史・生活史など
については, 関連する文献を分野別に渉猟しなければならないだろう｡ 手
近な第一歩としては, 田村慶子編 (2013) の本文と巻末の関連書ガイドか
ら始めることをおすすめする｡ さらには, Hack and Margolin eds. (2012)
所収の諸論文などに向いたい｡
注
1) Warren (2003) と清水・平川 (1998) を参照｡ なお, 日本占領下には, こ
れに多数の軍人 (陸軍) が加わるのである｡
2) 華僑移民については, 田中 (2002) を参照｡ この関連で, 南洋工科大学
(NTU) 構内にあるチャイニーズ・ヘリテージ・センターは見学に値する｡
3) この点で, プラナカン博物館とババハウスは必見の価値がある｡ ニョニャ
の生活を描いた Kon (1989) は優れた二幕劇である｡
4) 日本軍政がマラヤ・シンガポールにもたらした負の遺産については, 明石
編 (2001) を参照｡ Lee (2005) は豊富な資料に裏付けられた ｢昭南時代史｣
である｡
5) シンガポールの華僑粛清については, 林 (2007) や Modder (2004) を参
照｡
6) 強制献金の証拠としては, Gwee (2013 : 152) にある献金者の ｢奉納金正
式収據｣ (写真) を見よ｡
7) リー・クアンユーについては, Lee (1998, 2000) や竹下 (1995), 岩崎
(1996) を参照｡
8) マスメディアの管理については George (2012) を, 南洋大学の消滅につ
いては田村 (2013) を参照｡
9) 公共住宅団地の社会学については, 鍋倉 (2011) の調査研究が白眉である｡
10) シンガポールの言語政策については, 田嶋 (2007, 2011) などを参照｡








14) リム (1984) 所収の短編, 例えば ｢父と息子｣ は欧米的価値観とアジア的
価値観または個人主義と家父長主義の対立と相克を文芸作品のテーマにして
いる｡
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